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行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
京
電
力
常
陸
那
珂

火
力
発
電
所
か
ら
の
財
源
を
、
将
来
の
村
の
発
展
に
つ

な
げ
る
よ
う
有
効
に
投
資
す
る
と
同
時
に
、
厳
し
い
将

来
を
見
据
え
た
計
画
的
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
い
、

健
全
な
財
政
構
造
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　　

財
政
が
細
る
一
方
、
行
政
需
要
は
確
実
に
増
加
を
続

け
、
地
方
行
政
の
重
要
性
が
急
激
に
増
大
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
時
代
変
化
の
な
せ
る
業
で
あ
り
、
一
般

的
な
地
方
の
状
況
と
思
い
ま
す
。

本
村
は「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
福

祉
・
環
境
・
教
育
・
農
業
を
４
本
柱
と
し
て
行
政
運
営

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
国
や
県

の
政
策
を
待
た
ず
に
本
村
自
体
が
高
い
目
標
を
掲
げ
、

積
極
的
か
つ
独
自
に
政
策
展
開
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
一
方
で
、
国
の
制
度
変
更
も
早
ま
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
政
策
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
施
し
身
に
付
け
て
い
く
に
は
、
職
員
の
意

識
高
揚
と
住
民
と
の
協
働
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
環
境
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
事
業
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、
余
裕

を
持
っ
て
職
務
に
携
わ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
３
年
を
経
過
し
た
事
務
事
業
評
価
制
度
も
定

着
し
、
精
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
制

度
を
中
心
に
、
職
場
風
土
の
改
善
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　

福
祉
行
政
で
は「
茨
城
県
一
の
福
祉
の
ま
ち
」を
目
指

し
、
進
め
て
き
た
各
種
事
業
が
お
よ
そ
整
備
で
き
た
よ

う
で
す
の
で
、
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
充
実
、

高
度
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
村
民
に
親
し
ま
れ
大
変
盛
況

で
、
ま
さ
に
東
海
村
の
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
村
の
福
祉
政
策
の
指
針
で
あ
る「
地
域
福

祉
計
画
」
も
で
き
て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
強
化
の
下
、
住
民
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
や
分
業
体
制

の
整
備
等
に
よ
り
、
こ
の
地
域
福
祉
計
画
の
具
体
化
、

そ
の
究
極
の
目
標
で
あ
る「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
実

現
に
向
け
力
強
く
歩
み
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
病
院
建
設
事
業
も
平
成

17
年
１
月
に
着
工
し
、
来
る

18
年
３
月
の
完
成
に
向
け
進

行
中
で
す
。
今
後
、
平
成
18

年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
を
担
う

地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

運
営
体
制
の
本
格
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
は
、
教
育
委
員

会
の
管
轄
分
野
で
す
の
で
、

教
育
委
員
会
が「
子
ど
も
の
た

新
た
な
時
代
へ
向
け
て
の
環
境
整
備

平成17年度

　

冷
戦
終
結
後
の
世
界
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
地
球
規
模
で
の
拡
大
）の
時
代
と
な

り
、
日
本
社
会
へ
の
反
映
は
、
高
度
成
長
経
済
の
終
え

ん
、
民
と
官
両
分
野
に
お
け
る
不
良
債
権
の
増
大
と
リ

ス
ト
ラ
の
横
行
、
国
・
地
方
の
財
政
の
行
き
詰
ま
り
、

破は

綻た
ん

状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た「
構
造
改
革
」と

い
う
政
策
が
、
地
方
に
対
し
求
め
て
き
た
も
の
は「
地

方
で
で
き
る
も
の
は
地
方
で
行
う
こ
と
」、
具
体
的
に

は「
三
位
一
体
」改
革
と
市
町
村
合
併
の
推
進
と
い
う
こ

と
で
す
。
従
っ
て
、
今
後
の
地
方
行
財
政
運
営
は
間
違

い
な
く
厳
し
く
な
り
、
国
に
よ
る
地
方
再
編
は
引
き
続

き
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
の
対
処
法
が
、
引
き
続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
下
、
本
村
で
は
東
京
電
力

常
陸
那
珂
火
力
発
電
所
か
ら
の
固
定
資
産
税
収
入
に
よ

り
、
財
源
が
一
時
的
に
膨
張
す
る
と
い
う
現
象
が
表
出

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
税
収
は
一
時
的
な
も
の

で
、
や
せ
細
っ
て
い
く
地
方
財
政
の
さ
な
か
に
東
海
村

も
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
認
識
を
持
ち
、
財
政
運
営
を

堅
実
な
財
政
運
営

行
政
需
要
の
多
様
化

骨
格
と
な
る
４
本
柱
政
策

村
政
運
営
の
基
本
方
針

　
　
　
　
　

東
海
村
長　

村
上
達
也

所信表明

第９回ふれあい福祉まつりが行われた
総合福祉センター ｢絆｣
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平
成
17
年
東
海
村
議
会
第
１
回
定
例
会
初
日
の
３
月
１
日
、
村

上
村
長
は
平
成
17
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
所
信
を
述
べ
ま

し
た
。
今
月
号
で
は
、
こ
の
村
政
運
営
の
基
本
方
針
、
そ
し
て

平
成
17
年
度
の
主
要
事
業
と
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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め
に
な
る
、
学
校
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
事
業
を
意

欲
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

全
国
的
に
教
育
行
政
の
構
造
改
革
、
分
権
化
が
急
進
展

し
て
い
る
情
勢
を
踏
ま
え
、
不
断
の
研
究
・
研
鑽さ

ん

を
積

ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
建
築

等
の
大
型
投
資
が
控
え
て
い
ま
す
が
、
教
育
の
充
実
、

改
革
・
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
財
政
面
で
十
分

配
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

懸
案
と
な
っ
て
い
る「
白
方
小
学
校
建
設
問
題
」
は
、

議
会
調
査
特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
学
区
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
着
工
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
行
政
は
、
平
成
17
年
度
が
本
村
に
と
っ
て
最
大

の
山
場
と
な
り
ま
す
。
５
月
に
行
わ
れ
る
環
境
自
治
体

会
議
東
海
村
会
議
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、「
環
境
都

市
東
海
村
」
へ
の
大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
、
東
海

村
の
名
を
全
国
に
喧け

ん

伝で
ん

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
17
年
２
月
か
ら「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か

い
」の
運
営
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
度
、

「
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」が
い
よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
は
、

環
境
行
政
の
全
て
を
集
約

し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
理

念
・
理
想
に
向
か
っ
て
日
本

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
気
構
え

で
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
役
場
に
お
い
て
全

庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）

を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
、
そ
の
後
は
村
内
に
広
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
独
自
の
農
政
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
農
政
の
根
本

で
あ
る
米
政
策
が
、
平
成
16
年
度
か
ら
大
転
換
し
た
こ

と
か
ら
、
国
に
頼
っ
た
農
政
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
行
政

が
先
頭
に
立
つ
と
と
も
に
、
地
域
農
協
と
も
連
携
を
図

り
独
自
の
政
策
を
立
て
、
生
産
者
を
組
織
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
場
農
業
と
地
域
農
業
を
区
別

し
、
ま
ず
は
地
域
農
業
に
重
点
を
置
く
政
策
を
し
っ
か

り
打
ち
立
て
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

目
指
す
も
の
は
、
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
循
環
型

の
農
業
の
確
立
と
担
い
手
の
確
保
、
有
機
農
法
や
減
農

薬
・
減
化
学
肥
料
農
法
に
よ
る
高
品
質
で
安
全
安
心
な

食
物
の
提
供
、
お
よ
び
農
地
保
全
に
よ
る
自
然
環
境
の

維
持
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
17
年
度
は
、
形
と

な
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
村
は
今
年
、
発
足
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

50
年
の
歴
史
の
中
に
は
２
度
の
原
子
力
事
故
、
特
に
犠

牲
者
を
生
み
、
経
済
的
被
害
を
被
っ
た「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界

事
故
」
と
い
う
不
幸
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
原
子
力
」
と

の
共
存
共
栄
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
中
心
と
し
た
原
子
力
の
研
究
・
開
発
の
重
要
性
は

い
さ
さ
か
も
減
じ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
21
世
紀
の
科
学

は
さ
ら
に
そ
の
先
を
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な

表
れ
が
大
強
度
陽
子
加
速
器
で
、
原
子
核
そ
の
も
の
、

あ
る
い
は
そ
の
利
用
を
研
究
す
る
量
子
、
素
粒
子
研
究

に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
21
世
紀
の
先
端

科
学
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
50
周
年
と
い

う
節
目
に
、
新
原
子
力
法
人
の
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
本
社
と
大
強
度
陽
子
加
速
器
の
両
者
を
併
せ
持
つ

こ
と
で
、
原
子
力
科
学
と
原
子
核
研
究
双
方
の
、
世
界

的
な
一
大
拠
点
と
な
る
条
件
を
備
え
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
東
海
村
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
超
え
て
大
き
く
性

格
が
変
わ
り
、
21
世
紀
に
新
た
な
発
展
の
条
件
を
確
実

に
手
に
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

レ
イ
ン
ボ
ー
Ｌ
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の「
Ｗ
ｅ　

Ｌ

ｏ
ｖ
ｅ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ　

〜
世
界
に
通
じ
る
ま
ち
づ
く

り
10
の
提
言
〜
」を
含
め
、「
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市

構
想
」や
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る「
と
う
か
い
21
世
紀
プ

ラ
ン
・
後
期
計
画
」
な
ど
が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
試
み
と
な
り
ま
す
。
県
レ
ベ
ル
で
の「
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
21
構
想
」
へ
の
位
置
付
け
に
よ
り
、
県

と
協
同
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
構
想
の
観
点
に
立
っ
た

政
策
を
一
つ
で
も
多
く
具
体
化
し
、「
高
度
研
究
科
学

文
化
都
市
東
海
村
」
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　　

最
後
に
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
周
辺
自
治
体
は

全
て
市
と
な
り
ま
し
た
。
東
海
村
は
自
主
・
自
立
の
方

針
を
採
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
と
よ
り
周
辺
自
治
体
と

連
携
・
協
同
は
必
要
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、

環
境
な
ど
、
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
協
同
で
き
る
も

の
は
積
極
的
に
協
同
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3

高
度
研
究
文
化
都
市
構
想

「自転車によるまちづくり事業」の一環として
始まったレンタサイクル（無料貸し自転車）



4 ●

　

平
成
17
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
の

事
業
に
つ
い
て
は「　

」
と
表
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

詳
し
く
は
企
画
財
政
課
財
政
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
３
２
）へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
東
海
村
の
実
現

▼
原
子
力
広
報
事
業（
６
１
３
３
万
円
）…
原
子
力
お
よ

び
原
子
力
防
災
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
普
及
と
啓
発

を
図
る
た
め
、
原
子
力
施
設
見
学
会
の
実
施
や
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
教
材
な
ど
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

消
防
防
災
体
制
の
充
実

▼
消
防
用
施
設
整
備
管
理
事
業（
１
４
４
８
万
円
）…
年

次
計
画
に
基
づ
き
、
防
火
水
槽そ

う

、
消
火
栓せ

ん

の
適
正
配

置
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
押
延
地
区
に
40
ト
ン

の
防
火
水
槽
を
整
備
し
ま
す
。

多
様
な
交
通
手
段
の
整
備

▼　

デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
事
業（
２
３
９
６
万
円
）…
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
み
な
ら
ず
、

広
く
村
民
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
交
通
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
日
常
の
利
便
性
向
上

と
自
動
車
の
効
率
的
活
用
に
よ
る
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

循
環
を
基
調
と
す
る
生
活
環
境
と
公
害
の
な
い
ま
ち
づ

く
り

▼　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い
運
営
管
理
事
業

（
１
０
７
７
万
円
）
…
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
、
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
お
よ
び
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
等
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
自

転
車
・
家
具
等
の
再
利
用
や
使
用
済
み
割
り
ば
し
等

か
ら
の
再
生
紙
作
り
、
廃
食
油
せ
っ
け
ん
作
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼　

犬
お
よ
び
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
補
助
事
業（
44

万
円
）
…
犬
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、
野
良

犬
な
ど
に
よ
る
住
民
へ
の
迷
惑
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▼
環
境
自
治
体
会
議
東
海
村
会
議
開
催
事
業（
発
足
50

周
年
記
念
事
業
）（
３
６
６
万
円
）
…
会
議
の
開
催
を

通
じ
て
、循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
り
ま
す
。

支
え
あ
っ
て
い
き
る
ま
ち
づ
く
り

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ
い
を
実
現
す
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

▼　

地
域
福
祉
協
働
補
助
事
業（
４
６
９
万
円
）
…
地

域
の
問
題
を
自
ら
解
決
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
各
小
学
校
区
社
協
の
組
織
確
立
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。

健
康
で
介
護
不
安
が
な
く
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
、
自
由
に
生
き
が
い
を
追
求
で
き
る
豊
か
な

地
域
社
会

▼　

身
体
拘
束
廃
止
推
進
補
助
事
業（
４
６
２
万
円
）…

高
齢
者
の
尊
厳
を
守
る
理
念
の
下
、
介
護
保
険
施
設

等
に
対
し
、
身
体
拘
束
廃
止
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
で
適
正
な
施
設
運
営
を
確
保
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼　

東
海
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業（
７
３
５
万
円
）

…
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
移
動
の
利
便
性
お
よ
び
安
全
性
向
上
の
促
進
と

公
共
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
東
海
駅
に
４
基
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
今
年
度
は
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
18
年
度
に
設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

村
民
が
と
も
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

▼　

障
が
い
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
運
営
事
業（
３
０
７
万

円
）
…
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
生
活
へ
の
適
応
力

を
高
め
る
た
め
に
、
作
業
訓
練
、
日
常
生
活
訓
練
等

の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
将
来
を
力
強
く
生
き
て

い
く
た
め
の
環
境
づ
く
り

▼　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
推
進
事
業（
22

万
円
）
…
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
、
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

▼
健
康
づ
く
り
計
画
推
進
事
業（
54
万
円
）…
健
康
づ
く

り
推
進
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
推
進
委
員
会
に
お

い
て
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
健
康
づ
く
り

事
業
の
村
民
へ
の
周
知
と
浸
透
を
図
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
保
健
体
制
の
確
立

▼　

精
神
障
が
い
者
医
療
福
祉
助
成
金
支
給
事
業（
96

万
円
）
…
精
神
障
が
い
者
の
継
続
的
治
療
と
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
利
用
者
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

所
持
者
で
、
通
院
・
入
院
治
療
に
自
己
負
担
が
あ
る

方
に
対
し
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
確
立

▼
東
海
病
院
建
設
事
業（
37
億
９
９
３
３
万
円
）…
質
の

高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、
外
来
診
療

体
制
の
強
化
や
入
院
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新

し
い
村
立
病
院
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

主
要
事
業
と
予
算
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個
性
と
い
き
が
い
を
育
む
ま
ち

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

▼
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）運
営
事
業（
３
３
６
０
万

円
）
…
小
学
校
で
は
英
語
に
慣
れ
親
し
む
活
動
を
中

心
に
、
中
学
校
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

と
し
た
、実
践
的
な
英
語
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
事
業（
５
３
３
７
万
円
）

…
生
徒
の
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
基
礎

的
な
学
習
内
容
の
理
解
を
高
め
る
た
め
、
英
語
、
数

学
、
理
科
の
各
教
科
に
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配

置
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成

▼
読
書
推
進
事
業（
１
１
４
万
円
）…
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

（
乳
児
検
診
時
の
読
み
聞
か
せ
）、
１
日
図
書
館
員
体

験
や
職
場
体
験
学
習
な
ど
を
実
施
し
、
読
書
活
動
や

学
習
活
動
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
今
年
度
は
図
書

館
開
館
20
周
年
を
迎
え
、記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
環
境
づ
く
り

▼
文
化
財
保
護
・
啓
発
事
業（
発
足
50
周
年
記
念
事
業
）

（
８
７
９
万
円
）…
村
内
に
あ
る
数
々

の
文
化
財
の
保

護
・
保
存
な
ど
を
、
村
民
と
の
協
働
で
推
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
村
の
文
化
財
や
村
内
芸
術
家
の
作
品
な
ど
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
し
ま
す
。

▼
体
育
施
設
改
修
事
業（
１
億
３
０
０
０
万
円
）…
ス
イ

ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
久
慈
川
河
川
敷
運
動
公
園
整
備
事
業（
２
７
３
０
万

円
）
…
久
慈
川
河
川
敷
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
西
側
に
芝
生
の

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
な
可
能
性
を
つ
く
る
ま
ち

魅
力
あ
る
農
業
振
興

▼　

買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
産
地
育
成
支
援
事
業

費
補
助
事
業（
50
万
円
）…
東
海
村
の
米
作
を
収
量
重

視
か
ら
品
質
重
視
へ
と
転
換
し
、
消
費
者
に
信
頼
さ

れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
施
設
整
備
、
残
留
農
薬
分

析
、お
よ
び
販
売
活
動
な
ど
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

▼　

農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
補
助
事
業（
23
万
円
）

…
認
定
農
業
者
の
経
営
改
善
と
農
業
発
展
の
た
め
、

農
業
施
設
、機
械
等
資
金
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

▼　

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子
補
給
補
助
事
業

（
60
万
円
）…
認
定
農
業
者
の
長
期
的
・
安
定
的
経
営

の
た
め
、長
期
資
金
制
度
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

快
適
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

都
市
景
観
の
形
成
と
公
園
・
緑
地
の
整
備

▼
緑
化
推
進
事
業
（
発
足
50
周
年
記
念
事
業
）（
１
億

　

５
１
３
万
円
）
…
石
神
・
真
崎
地
区
に
お
い
て
地
域

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
緑
地
保
全
活
動
お
よ
び
公
園

整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
推
進
の
た
め
の

基
金
を
創
設
し
ま
す
。

▼　

緑
化
木
配
布
事
業（
45
万
円
）…
緑
豊
か
な
生
活
環

境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
村
内
で
緑
化
活
動
を
行
う

団
体
等
や
住
宅
新
築
者
に
緑
化
木
を
配
布
し
ま
す
。

都
市
機
能
の
適
正
配
置
と
整
備

▼
住
居
表
示
事
業（
２
０
４
６
万
円
）…
住
所
表
示
の
混

乱
を
、
建
物
に
番
号
を
付
す
こ
と
で
解
消
し
ま
す
。

今
年
度
は
白
方
小
学
校
周
辺
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

潤
い
の
あ
る
み
ち
づ
く
り

▼
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業（
９
２
０
１
万
円
）…
基
幹

道
路
で
あ
る
小
松
原
笠
内
線
、
東
海
駅
五
反
田
線
、

石
神
外
宿
原
電
線
の
延
伸
整
備
等
を
計
画
的
に
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
、こ
れ
ら
の
路
線
の
用
地
取
得（
石

神
外
宿
原
電
線
は
平
成
18
年
度
ま
で
）を
行
い
ま
す
。

安
全
給
水
体
制
の
確
立
と
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

▼
下
水
道
整
備
事
業（
６
億
４
７
３
７
万
円
）
…
舟
石

川
、
石
神
外
宿
、
区
画
整
理
地
内
、
石
神
内
宿
、
押

延
地
区
の
一
部
を
整
備
し
ま
す
。

信
頼
で
つ
な
ぐ
自
治
の
ま
ち

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

▼
い
き
い
き
地
域
活
力
助
成
事
業（
１
８
８
０
万
円
）…

村
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な
地
域
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
地
区
に
助
成

し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

▼
第
２
次
東
海
村
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
策
定
事
業

（
２
１
８
万
円
）…
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
に
当
た
り
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
精
査
す
る

と
と
も
に
、
第
２
次
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営

▼
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
事
業

（
６
２
６
万
円
）
…
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画（
と
う

か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
）
の
基
本
テ
ー
マ「
人
、
自
然
、

文
化
が
響
き
合
う
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、
前
期
基
本

計
画（
平
成
13
年
度
〜
17
年
度
）
の
達
成
度
を
検
証

し
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
を
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
ま
す
。

▼　

東
海
村
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
策
定
事
業（
13
万

円
）
…
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
22
年
度
ま
で
を
目
標
年
次
と
す
る
第

３
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。
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会計別予算規模
会計名 平成17年度 平成16年度 増減率（％）

一般会計 157億6,500万円 158億1,000万円 －0.3

特別会計 88億7,818万9千円 85億1,254万円 4.3

国民健康保険事業会計（事業勘定） 23億1,000万円 21億5,875万円 7.0

老人保健事業会計 21億4,630万円 20億6,500万円 3.9

介護保険事業会計 12億6,670万円 10億8,520万円 16.7

東海駅西土地区画整理事業会計 7,470万円 1億4,550万円 －48.7

東海駅東土地区画整理事業会計 2億8,680万円 3億9,660万円 －27.7

東海駅西第二土地区画整理事業会計 2億9,740万円 2億9,410万円 1.1

東海中央土地区画整理事業会計 6億8,920万円 5億7,330万円 20.2

公共下水道事業会計 17億5,800万円 17億5,000万円 0.5

公園墓地須和間霊園事業会計 4,908万9千円 4,409万円 11.3

企業会計 58億3,350万円 23億8,439万円 144.7

水道事業会計 9億2,050万円 9億4,150万円 －2.2

病院事業会計 49億1,300万円 14億4,289万円 240.5

合　　計 304億7,668万9千円 267億693万円 14.1

予算がスタートしました
　平成17年度予算が東海村議会第１回定例会で可決され、４月1日から新年度予算がスタートしま

した。平成17年度の一般会計予算額は、対前年度予算比0.3％減の157億6,500万円です。これに国

民健康保険事業などの特別会計予算額88億7,819万円、水道・病院事業の企業会計58億3,350万円を

加えた予算規模は、対前年度予算比で14.1％増の総額304億7,669万円になっています。ここでは、

平成17年度予算の概要について、会計別予算規模および一般会計（歳入・歳出）をお知らせします。

　平成17年度の各事業予算額を取りまとめた「平成17年度予算に関する

説明書」は企画財政課で閲覧できます。また、平成17年度予算は東海村

ホームページ（http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/）でご覧になれます。

■問 合 せ 企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）

平成17年度の

  一般会計
 157億6,500

万円
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一般会計予算　≪ 歳入 ≫

一般会計予算　≪ 歳出 ≫

その他の内訳
地方譲与税 3億900万円

利子割交付金 2,600万円

配当割交付金 710万円

株式等譲渡所得割交付金 81万5千円

地方消費税交付金 3億5,000万円

自動車取得税交付金 7,100万円

地方特例交付金 1億7,000万円

地方交付税 500万円

交通安全対策特別交付金 750万円

分担金および負担金 1億9,009万円

使用料および手数料 1億821万6千円

財産収入 79万8千円

寄附金 1千円

繰入金 5億2,342万4千円

繰越金 2億円

諸収入 1億1,986万9千円

合　　計 20億8,881万3千円

村税その他の内訳
軽自動車税 4,503万4千円

村たばこ税 1億9,607万6千円

入湯税 380万5千円

都市計画税 7億5,450万円

合　　計 9億9,941万5千円

その他
20億8,881万3千円
（13.3％）

村民税
19億126万円
（12.1％）

村税
121億7,346万5千円
（77.2％）

歳入合計

157億6,500万円
村税その他

9億9,941万5千円
（6.3％）

固定資産税
92億7,279万円
（58.8％）

国庫支出金
7億3,348万2千円
（4.6％）

県支出金
5億3,184万円
（3.4％）

村債
2億3,740万円
（1.5％）

※【性質別歳出】　地方公共団体の経

費を、その経済的性質を基準として人

件費、物件費、維持補修費、扶助費な

どに分類したものです。

民生費
30億6,988万3千円
（19.5％）

総務費
19億6,418万8千円
（12.5％）

議会費
2億2,059万7千円
（1.4％）

諸支出金等
1億9,871万4千円
（1.3％）

公債費
12億939万1千円
（7.7％）

教育費
22億6,083万4千円
（14.3％）

消防費
5億6,902万7千円
（3.6％）

商工費
1億4,329万7千円
（0.9％）

土木費
27億1,349万9千円
（17.2％）

農林水産業費
4億9,542万4千円
（3.1％）

衛生費
29億2,014万6千円
（18.5％）

性質別歳出
義務的経費 56億8,219万9千円

人件費 35億4,053万2千円

公債費 12億938万1千円

扶助費 9億3,228万6千円

投資的経費 12億8,283万9千円

普通建設事業費 12億8,282万8千円

災害復旧費 1万1千円

その他の経費 87億9,996万2千円

物件費 30億3,603万8千円

繰出金 24億3,533万6千円

補助費等 10億2,935万2千円

維持補修費 8,824万8千円

積立金 5億7,870万5千円

投資および出資金 15億2,394万2千円

貸付金 5,834万1千円

予備費 5,000万円

合　　計 157億6,500万円

　歳出予算の主なもののうち、衛生費は対前年度予算比31.2％増の29億2,014万6千円です。これは、平成

16年度から進めている新東海病院建設に係る事業費増によるものです。

目的別歳出

157億6,500万円

　歳入予算の主なもののうち、村税は対前年度予算比1.0％増の121億7,346万5千円です。これは、固定資

産税を対前年度予算比2.0％増の92億7,279万円と見込んだことによるものです。
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　乗馬を始めてみたい子どもたちや、その

子どもたちをサポートするボランティアス

タッフを募集します。

●対　　象 小学５年生から中学２年生ま

での方

●定　　員 15人程度

●会　　費 2,000円／月　※別途、保険

料が掛かります。

●そ の 他 ボランティアスタッフは、年

齢、定員の制限はありません。

●申し込み・問合せ 尾 崎 嗣 朗 さ ん（☎

282-7056）

●活動日等

●場　　所 東海南中学校格技場

●会　　費 中学生以下…6,000円／年　

高校生以上…5,000円／年

●申し込み・問合せ 尾 崎 嗣 朗 さ ん（☎

282-7056）

活 動 日 時　　間 対　　象

毎週日曜日 ９：30 ～ 11：30 中学生以下

毎週水曜日
18：30 ～ 19：30 小学生

19：30 ～ 21：00 中学生以上

　運動不足やストレスで悩んでいる方、年

齢に関係なく、長く続けられる社交ダンス

をしませんか。

●活 動 日 毎月第２・４日曜日

●時　　間 午後７時～９時

●場　　所 村松コミュニティセンター

●対　　象 60歳以上で、村内在住の方

●定　　員 先着20人

●講　　師 林成枝さん

●参 加 費 1,000円／月

●申し込み・問合せ 村松コミュニティセ

ンター（☎282-9944）

●期　　日 ５月12日から６月11日まで

の毎週木・土曜日（全10回）

●時　　間 午後７時～９時

●場　　所 総合体育館弓道場

●対　　象 中学生以上で、村内在住・在

勤・在学の方

●定　　員 30人　※参加者数が15人未

満の場合は、中止となります。

●参 加 費 1,000円／人

●申し込み・問合せ ４ 月30日（土）まで

に、総合体育館（☎283-0673）へ申し込

みください。

　野球、サッカーなど、自分に合ったスポー

ツで、すがすがしい汗を流しませんか。

●申し込み 少年団に入団を希望する方、

および継続する方は、各小学校から配布

される平成17年度東海村スポーツ少年

団募集要項をご覧の上、申し込み用紙に

必要事項を記入し、登録料600円を添え

て、４月30日（土）までに、各少年団の

代表者へ申し込みください。　

●問 合 せ 詳細については、総合体育館

（☎283-0673）、または募集要項に記載

されている各少年団の代表者へお問い合

わせください。

はまなす社交ダンス参加者募集

乗馬仲間・ボランティアスタッフ募集

東海村スポーツ少年団各種団員募集

テニスダブルス大会参加者募集

チャレンジスクール「弓道の部」参加者募集

柔 道 仲 間 募 集

●期　　日 ５ 月 ８ 日（日）・14日（土）・

15日（日）　※予備日…５月22日（日）

●時　　間 午前９時試合開始

●場　　所 村テニスコート

●対　　象 村内在住・在勤の方

●種　　目 一般男子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ

部）、一般女子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ部）、壮

年男子ダブルス（昭和34年12月31日以前

に生まれた方）

●参 加 費 3,000円／組

●申し込み 所定の申し込み用紙に必要

事項を記入の上、４月23日（土）まで

に、村テニスコートクラブハウス（☎

282-8571）へ申し込みください。

●問 合 せ 濱口和彦さん（☎287-8021）

春の陽気に誘われて――

体を動かして、さわやかな汗を流しませんか？



8 ●● 9

支
援
費
制
度　

　

「
支
援
費
制
度
」と
は
、
身
体
な
ど
に

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
居
宅
介

護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
更
生
施
設
や
授
産
施
設
な
ど
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、

利
用
者
が
事
業
者
と
対
等
な
関
係
に
立

っ
て
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
契
約

を
結
ん
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度

で
す
。
利
用
者
は
、
事
前
に
村
か
ら
支

援
費
支
給
決
定
を
受
け
、
村
は
利
用
者

や
扶
養
義
務
者
の
所
得
・
収
入
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
利
用
費
の
一
部
を
負
担
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
費
支
給
の
流
れ

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

●
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

●
施
設
支
援
サ
ー
ビ
ス（
更
生
施
設
、

授
産
施
設
、
療
護
施
設
、
通
勤
寮
、

国
立
コ
ロ
ニ
ー
）

　

※
い
ず
れ
も
、
65
歳
未
満
の
介
護
保

険
に
該
当
し
な
い
方
で
、
身
体
・
知
的

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。

そ

の

他

　

補
装
具（
義
足
・
車
い
す
な
ど
）、
日

常
生
活
用
具（
入
浴
補
助
用
具
な
ど
）な

ど
は
、
支
援
費
制
度
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
保
険
に
該
当
と

な
る
方
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

優
先
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
絆

き
ず
な

」
内
）
で
は
、
身
体
・
知
的
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
県
か
ら
支
援
費
制
度

居
宅
支
援
事
業
所
と
し
て
の
指
定
を
受

け
て
お
り
、
各
種
訓
練
を
通
し
て
自
立

や
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
営
め
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
実

施

日 

月
・
木
曜
日

●
時　
　

間 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
対　
　

象 

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
方

●
内　
　

容 

①
機
能
回
復
プ
ー
ル
を

利
用
し
た
機
能
訓
練
、
②
社
会
適
応

訓
練
な
ど

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
実

施

日 

月
〜
金
曜
日

●
時　
　

間 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
対　
　

象 

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
方

●
内　
　

容 

①
電
卓
操
作
な
ど
の
社

会
適
応
訓
練
、
②
紙
す
き
、
陶
芸
等

の
創
作
的
活
動
な
ど　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
実

施

日 

火
・
水
・
金
曜
日

●
時　
　

間 

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
対　
　

象 

就
学
前
の
子
ど
も

●
内　
　

容 

①
工
作
等
の
創
作
的
活

動
、
②
日
常
生
活
適
応
訓
練
な
ど

●
そ

の

他 

親
子
通
所
に
よ
り
実
施

問

合

せ

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
す
る
際

に
は
、
事
前
に
支
援
費
支
給
の
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
福
祉
部
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１

３
６
）へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

村
で
は
、
寝
た
き
り
や
心
身
の
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
布
団
を
衛
生
的

に
管
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者

を
対
象
に
、「
ふ
と
ん
乾
燥
消
毒
サ

ー
ビ
ス
」を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
ふ
と
ん
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
車
」が

利
用
者
宅
に
伺
い
、
短
時
間
で
布
団

の
乾
燥
・
消
毒
を
行
い
、
清
潔
な
布

団
で
健
康
な
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
も
の
で
、
利
用
者

か
ら「
布
団
が
温
か
く
、
ふ
か
ふ
か

に
な
っ
て
気
持
ち
い
い
」
と
好
評
で

す
。
今
後
も
、

高
齢
者
の
方

が
清
潔
な
布

団
で
快
適
に

睡
眠
で
き
る

よ
う
に
お
手

伝
い
し
て
い

き
ま
す
。

●
利

用

料 

３
０
０
円
／
回（
年

度
内
６
回
ま
で
）

●
申
し
込
み
・
問
合
せ 

福

祉

部

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係（
☎

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１

６
３
）

支
援
費
制
度
に
つ
い
て

東
海
村

茨
城
県

事
業
者

利
用
者

指
定

①
支
援
費
支
給
申
請

②
支
給
決
定

⑦
支
援
費
支
払（
代
理
受
領
）

⑥
支
援
費
請
求

③契約
④サービス提供
⑤利用者負担支払

ふ
と
ん
乾
燥消

毒
事
業



10 ●● 11

●ジャズバンドが奏でるリズムに乗って

●地域づくりは一人ひとりが主役です

●希望を育て、可能性を伸ばす教育を

２月28日、白方コミュニティセンター（加藤辰男センター

長）の自主事業の一環として、「地域コミュニティー講座」

が行われました。講師に迎えた外
との

岡
おか

仁
まさし

さん（茨城大学講師）

は、「江戸時代のコミュニティーに学ぶ～ 21世紀は江戸時

代～」のタイトルの下、江戸時代の庶民の生活を紹介しなが

ら、「住民一人ひとりが主役になり、身近なことから始め

ることが必要です」と地域づくりの本質を48人の受講者を

前に講演。受講者の１人は、「地域とのつながりは大切。地

域の活性化のために努力していきたい」と話してくれました。

２月18日、東海文化センターで「第26回東海村教育振興大

会」が行われました。これは、教育文化の発展を目的に、

学校・社会教育に多大な功績を挙げた方々やスポーツ・文

化活動で優秀な成績を収めた小中学生の表彰を行うもの

で、今年も多数の個人や各種団体が表彰状等を受賞。また、

続いて行われた講演会には、教育評論家の坂本光男さんを

講師に招いて開催。「子どもの自立と学力に迫る」のタイ

トルの下、坂本さんの「親の愛情が子どものやる気を育て、

可能性を伸ばす」との言葉に、来場者は賛同していました。

２月21日、南台保育園（鈴木範子園長、園児数72人）と須

和間幼稚園（照沼由美子園長、園児数83人）の交流会が開

催されました。これは、①園外の子と交流を深め社会性を

身につける②職員同士の教育に関する情報交換――を目的

に行われているもので、この日は、県立水戸工業高等学校

のジャズバンドクラブ「ブルービギナーズ」を招いて開催。

これは、同クラブに南台保育園の卒園生がいたことから実

現したもので、「メリーさんの羊」や「ちょうちょ」を子ども

たちと演奏するなど、楽しいひとときを過ごしたようです。
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●友情の灯火がいつまでも燃えつづけますように…

●エコりんで風を切って走ってみよう

●不審者対応の避難訓練を実施

●正しい歩き方で健康を維持しましょう

３月４日、「不審者対応避難訓練」が中丸小学校（塙久校長、

児童数382人）で行われました。これは、不審者侵入の際

の①教職員の適切な対応②関係機関への連絡体制の確立―

―を目的に、ひたちなか西警察署員を講師に招き、同小学

校の教職員と児童、村内の小中学校教職員を対象に行われ

たもの。不審者に扮
ふん

した署員が模擬包丁を持って教室に侵

入してきた訓練では、駆け付けた警察官が不審者を取り押

さえるまでの間、教職員がいすや刺
さす

股
また

などを利用して応戦

する一方、速やかに児童を安全な場所に誘導していました。

３月１日、「レンタサイクル」が始まりました。これは、環

境保全の一環として、地球温暖化の防止を目的に、二酸化

炭素を排出しない自転車利用の促進を図るもので、現在、

使用されなくなった自転車を村内の３か所に設置した「エ

コりんステーション（駅東駐輪場、駅西駐輪場（南側）、役

場駐輪場）」にて、無料で貸出中。桜が咲くこの季節、やわ

らかに吹く春の風を全身に浴びながら、自転車に乗って村

内を巡ってみませんか？　今まで気が付かなかった素晴ら

しい風景に出会えるかもしれません。ぜひ、ご利用ください。

３月５日、中央公民館講座の一環として、「エクササイズ

ウオーキング（全３回）」が中央公民館で行われました。これ

は、ウオーキングと筋力トレーニング・ストレッチの相乗

効果を通して健康になることを目的としたもの。田畑由紀

子さん（里山トレイルウオーククラブ事務局長）の指導の下、

歩くときの正しい姿勢などを学んだ受講者24人は、５キロ

メートルのウオーキングに出発。受講者の１人は、「健康維

持を目的に毎朝行っているウオーキングを今後も続けます」

と、さわやかな汗を光らせながら笑顔で話してくれました。

３月９日、村内の両中学校で卒業式が行われ、東海中学校

（松本次雄校長）からは、184人（男96人、女88人）の生徒が、

数多くの素敵な思い出の詰まった学び舎に別れを告げまし

た。式典では、松本校長が一人ひとりに卒業証書を手渡し

た後、「本校ではぐくんだ友情の灯火がいつまでも燃え続け

ることを祈ります」と式辞。また、卒業生自らが企画運営

した「卒業セレモニー」では、時折、声を震わせながらも３

年間を振り返りつつ述べた、卒業生代表の佐藤直人さんの感

謝の言葉に、参列者の多数がそっと目頭を押さえていました。
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【
俳　

句
】

日
あ
た
り
に
佇
ず
む
独
り
春
の
風

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

亡
母
の
忌
四
十
を
越
え
た
り
冬
の
風

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

春
霜
に
杖
し
つ
か
り
と
突
き
な
さ
れ

 
村　

松　

川
﨑　

常
義

春
の
風
梢
か
ら
み
の
一
と
雫 

白　

方　

柴
田　

一
声

寒
風
に
堪
え
て
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
花

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

あ
か
ね
雲
木
枯
し
の
道
足
早
に　

船
場　

島
中　

睦
子

水
仙
の
香
り
比
べ
に
土
下
座
か
な

 

外　

宿　

西
山　

純
一

川
苔
を
つ
ま
め
ば
風
の
見
ゆ
る
な
り

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

紅
梅
の
花
び
ら
風
に
舞
い
お
り
ぬ

 

豊　

岡　

中
島
エ
ミ
子

村
ぢ
ゆ
う
に
雪
解
雫
の
明
か
り
か
な

 

村　

松　

松
本　

正
勝

竹
ゆ
れ
て
ザ
ワ
ザ
ワ
降
り
し
初
雪
や

 

白　

方　

根
本　
　

武

豆
撒
き
の
声
な
き
夜
や
寒
さ
増
し

 

白　

方　

根
本　

怜
子

我
足
で
万
里
長
城
夢
叶
う 

豊　

岡　

森
永
ひ
ろ
子

　
　

【
短　

歌
】

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
て
部
屋
を
往
き
来
す
る
六
歳
児
の

顔
春
を
待
ち
い
る 

外　

宿　

小
林
美
代
子

　

学
生
時
代
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
に
無

縁
だ
っ
た
私
が
、
現
在
、
石
神
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
員
と
し
て
活
動

し
て
い
る
の
は
、
数
年
前
か
ら
養
護
教
諭
と
し
て

働
き
始
め
た
長
女
が
、
小
学
４
年
生
の
春
に「
私
、

ミ
ニ
バ
ス
や
り
た
い
」と
言
っ
た
一
言
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
育
成
会
の
役
員
を
皮
切
り

に
、私
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の〝
い
い
関
係
〞は
、

17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々

の
指
導
の
下
、
茨
城
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

公
認
Ａ
級
審
判
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

公
認
コ
ー
チ
お
よ
び
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
は
、
大

き
な
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
少
年
少
女
を
育
成
す
る
と
い

う
責
任
の
重
さ
を
再
認
識
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
介
し
て
、
村
の
方
々

を
筆
頭
に
、
県
内
の
多
く
の
方
々

と
の
交
流
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
が
、何
よ
り
も
大
き
な
財
産
で
す
。

　

現
在
、
石
神
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
団
員
、
約
40
人
と
と
も
に
週
２
回
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
私
を
含
め
た
４
人
の
指

導
員
は
、
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
年
間
の
指
導
方
針
を

立
て
な
が
ら
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
基
本
を
中

心
に
、
体
の
使
い
方
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、木
に
登
っ
た
り
、

屋
根
か
ら
飛
び
降
り
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
悪
ふ
ざ

け
を
し
ま
し
た
が
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
遊

ぶ
場
所
や
時
間
の
制
約
が
多
い
中
で
育
っ
て
い
る

よ
う
で
、
自
分
の
体
を
使
っ
て
風
を
切
る
よ
う
な

喜
び
を
知
ら
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

人
間
は
、
体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
脳
の
前
頭

葉
に
た
く
さ
ん
の
血
液
が
流
れ
る
そ
う
で
、
そ
の

後
に
勉
強
を
す
る
と
、
と
て
も
効
果
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
結
果
か
ら
も
証

明
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。こ
の
よ
う
に
、ス
ポ
ー

ツ
が
人
間
に
及
ぼ
す
影
響
が
、
個
人
と
同
時
に
、

人
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
が「
な
り
た
い
と
思
う
自
分
」に

近
づ
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
私
も
常

に
学
習
し
、〝
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
〞を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ６１

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

私とスポーツ少年団の“いい関係”
 石神ミニバスケットボールスポーツ少年団指導員

白方　塚
つか

原
はら

　美
よし

光
みつ
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ＶＯＬ .  ７１

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

ジ
ャ
ズ
は
、「
大
人
の
音
楽
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
通
う
水
戸
工
業

高
校
に
は
、
県
内
で
も
数
少
な
い
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
の
部
活
動
が
あ
り
、
私
は
そ
の
バ
ン
ド
で

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
ま
す
。
バ
ン
ド
名
は

「
ブ
ル
ー
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」。
名
前
の
通
り
、
高
校
に

入
学
し
て
か
ら
楽
器
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
が
、

年
間
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
演

し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
と
の
出
会
い
は
、
入
学

式
で
先
輩
方
の
迫
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴

い
た
と
き
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
さ
ほ
ど
音
楽
に

関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

初
め
て
耳
に
す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
に
心

を
動
か
さ
れ
、
自
分
で
も
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
入
部
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
巡
り
合
っ
た
楽
器
が
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
で
す
。

　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
、
ス
ラ
イ
ド
と
い
う
部
分
を

伸
縮
さ
せ
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
た
め
、
ほ
か

の
楽
器
に
比
べ
て
、
正
確
に
音
程
を
取
る
こ
と
が

難
し
い
楽
器
で
す
。
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
吹

け
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
部
活
動
が
終

わ
っ
た
後
に
、
一
人
で
練
習
し
た
日
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
次
第
に
先
輩
方
と
同
じ

よ
う
に
吹
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
楽
器

を
演
奏
す
る
楽
し
さ
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
入
り
、
も
う
す
ぐ
新
入
生
が
入
部
し
て

き
ま
す
。
私
は
最
高
学
年
と
し
て
、
ま
た
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
先
輩
方

か
ら
引
き
継
い
だ
、
ジ
ャ
ズ
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら

し
さ
を
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
控
え
て

い
ま
す
が
、
特
に
６
月
25
日
、
茨
城
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
う
、
わ
が
校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

部
主
催
の
第
12
回
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
、
今
ま

で
以
上
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
聴
衆
が
一
体
と
な
り
、
楽
し
く
、
そ
し
て
感
動

を
共
有
で
き
る
演
奏
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ズ
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　

県
立
水
戸
工
業
高
校
３
年

須
和
間　

中な
か

村む
ら　

将
し
ょ
う

太た

富
士
山
の
四
季
折
々

の
変
化
な
ど
テ
レ
ビ
に
て
見
る
楽

し
ひ
と
と
き 

船　

場　

中
井
川
し
げ

そ
れ
ぞ
れ
に
暮
ら
し
の
あ
か
し
染
み
つ
き
て
古
り
た
る

茶
器
の
棄
て
が
た
か
り
き 

村　

松　

高
橋　

正
弘

凍
て
つ
き
し
土
に
生
え
た
る
ふ
き
の
と
う
庭
木
に
さ
き

が
け
春
を
告
げ
る
か 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

風
に
乗
り
石
焼
芋
の
声
が
し
て
ほ
つ
く
ほ
つ
く
を
二
百

円
買
う 

舟
石
川　

渡
辺　

敏
博

ミ
ニ
庭
に
梅
の
記
念
樹
二
本
あ
り
寒
風
の
な
か
誇
ら
し

げ
に
咲
く 
南　

台　

根
本
内
俊
男

三
年
間
健
康
保
険
使
わ
ぬ
と
わ
れ
七
回
目
の
感
謝
状
受

く 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

野
良
猫
が
肥
満
気
味
な
る
体
を
ば
も
て
余
す
ご
と
寝
そ

べ
り
お
り
ぬ 

外　

宿　

高
槌　

す
み

早
春
の
余
寒
の
続
く
雪
の
日
に
咲
初
む
紅
梅
色
あ
ざ
や

け
し 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

ふ
る
里
の
小
川
の
水
の
流
れ
込
む
久
慈
川
河
口
に
釣
糸

を
打
つ 

南　

台　

藤
田
已
之
次

あ
た
た
か
き
弥
生
の
ひ
と
日
ひ
い
孫
と
偕
楽
園
に
て
梅

を
楽
し
む 

船　

場　

村
上
よ
り
子

裏
山
の
岩
清
水
そ
ば
の
つ
ら
ら
と
る
さ
と
山
遊
び
名
の

み
の
残
る 

内　

宿　

村
上　

文
江

お
ろ
お
ろ
と
生
き
て
三
年
の
月
日
経
ち
人
の
情
の
沁
々

と
知
る 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

つ
よ
き
風
吹
く
な
か
寒
く
山
掃
除
し
て
お
り
幾
つ
蕗
の

と
う
見
つ
く 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

雪
あ
と
の
光
は
白
く
反
射
し
て
な
べ
て
が
清
し
朝
晴
れ

な
が
ら 

村　

松　

黒
沢　

孝
子

寒
の
戻
り
ゆ
る
び
し
庭
に
雉
一
羽
何
つ
い
ば
む
や
見
つ

つ
親
し
む 

村　

松　

桜
井　

秀
子
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

　友人や美術連盟の仲間に誘われ、油絵を

描き続けて約25年。万物に降り注ぐ暖かな

光、さわやかな光、色とりどりの光を自由

な気持ち、自由な色で表現したいと思って

います。私の光が届けば幸いです。　※最

終日は午後３時に閉館します。

４
月
10
日（
日
）
〜
16
日（
土
）

　３大学の卒業修了制作から選抜された力

作を展示します。油彩画・日本画・彫刻な

ど、若い作家の斬新な意欲作を見比べるこ

とができる貴重な機会です。皆さんのご来

場をお待ちしています。　※最終日は午後

３時に閉館します。

４
月
17
日（
日
）
〜
30
日（
土
）

　ひたちなか市在住の写真グループ３団体

合同による２度目の発表会です。展示内容

は、風景、スナップ、花、鳥など、力作50

点。出品者全員が楽しみにしている発表会

ですので、ぜひご覧ください。　※最終日

は午後３時に閉館します。

５
月
１
日（
日
）
〜
７
日（
土
）

　大人や小学生の油絵、水彩画、クレヨン

画など、約100点を展示します。一人ひと

りの個性を感じてください。９日（月）は「初

めての油絵体験講座」を、10日（火）・11日

（水）は「人物画講座」を開催します。　※最

終日は午後３時に閉館します。

５
月
８
日（
日
）
〜
14
日（
土
）

写団合同展自分の絵展2005 ～絵画教室アートガーデン陽生徒作品展

柴田伊久代絵画展芸大･茨大･筑波大卒業修了制作選抜展2005

傍

席

聴

　

平
成
17
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
の
主
な
議
決

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●
平
成
17
年
度
予
算
特
別
委
員
会
設
置（
原
案
可
決
）

●
介
護
保
険
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て（
文

教
厚
生
委
員
会
付
託
）

●
発
達
障
害
児（
者
）に
対
す
る
支
援
促
進
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て（
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
）

●
東
海
村
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
構
想（
案
）に
対
す

る
意
見
書
に
つ
い
て（
原
案
可
決
）

委
員
会
審
査
報
告

●
平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
及
び

企
業
会
計
予
算（
原
案
可
決
）

●
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
よ
り
早
期
撤
退
を
求
め
る
意
見
書

（
不
採
択
）

●
三
位
一
体
改
革
に
関
す
る
意
見
書（
不
採
択
）

●
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て（
採
択
･･
意
見
書
を
国
な
ど
に
送
付
）

●
新
東
海
病
院
の
村
直
営
を
求
め
る
請
願
書（
不
採
択
）

●
農
政
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て（
採

択
･･
意
見
書
を
国
な
ど
に
送
付
）

●
大
規
模
災
害
の
対
策
と
早
期
復
旧
に
関
す
る
意
見
書

に
つ
い
て（
採
択
･･
意
見
書
を
国
な
ど
に
送
付
）

問

合

せ

　

議
会
事
務
局（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１

東
海
村
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.v
ill.to

k
a
i.

ib
a
ra
k
i.jp
/g
ik
a
i/

）

傍聴者数
89人
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20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
入
が
な
い
学
生
の
方
は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け

れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
卒
業
し
て
か
ら
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
、学
生
納
付
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生

　

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
未
満（
収

入
が
１
９
４
万
円
程
度
）で
あ
る
方
。

　

手
続
き
は
簡
単

　

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
学
生
証
、
年
金
手
帳
な
ど
を
持
参
の

上
、
国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ

の

他

■
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
、

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は

算
定
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
の
と
き
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金

だ

よ

り

学
生
の
た
め
の

納
付
特
例
制
度

「たんぽぽの会」による

おはなし会
日　時 毎週土曜日（第５土曜日

　　　を除く）午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ

休館日
 ４月 11日（月）・18日（月）

　　  25日 （月）・28日（木）

　　  29日 （金）

５月２日（月）～５日（木）

  ９日 （金）

図
書
館
利
用
案
内

　

１
９
８
５
年
８
月
に
開
館
し
、
今
年
で
20
年
を
迎
え

る
図
書
館
。
開
館
時
に
約
３
万
４
千
冊
だ
っ
た
蔵
書
数

が
、
今
で
は
約
11
万
５
千
冊
に
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
開
館
時
間

　

毎
週
火
・
金
・
土
・
日
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時

　

毎
週
水
・
木
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

②
貸
し
出
し

▼
資
料
は
、
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
を

希
望
す
る
方
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
で
き
る
方
は
、
村
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
に
在
住
の
方
で

す
。
登
録
の
際
は
、住
所
等
が
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証
・
学
生
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
貸
し
出
し
点
数
お
よ
び
貸
し
出
し
期
間

子
ど
も
読
書
週
間

　

４
月
23
日（
土
）
か
ら
５
月
12
日（
木
）
は
、「
子
ど
も

読
書
週
間
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む
こ
と

で
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
図
書
館
で
は
、「
子
ど
も

読
書
週
間
」
期
間
中
に
、
皆
さ
ん
に
本
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
４
つ
の
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

①
上
映
会「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
お
は
な
し
」

▼
日　
　

時 

５
月
１
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
内　
　

容 

「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」「
は
だ
か
の

王
様
」「
お
や
ゆ
び
姫
」な
ど

②
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

▼
期　
　

日 

５
月
６
日（
金
）　

▼
時　
　

間 

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▼
対　
　

象 

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

③
お
お
き
な
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時 

５
月
７
日（
土
）　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
対　
　

象 

幼
児
お
よ
び
児
童

④
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
お
は
な
し
の
世
界
を
折
り
紙
で

作
っ
て
み
よ
う

▼
日　
　

時 

５
月
８
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
対　
　

象 

幼
児
お
よ
び
児
童

吉
成
智
枝
子
さ
ん
の
昔
か
た
り

▼
期　
　

日 

４
月
30
日（
土
）

▼
時　
　

間 

午
後
２
時
〜
３
時

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

種　
　

類

貸
出
点
数

貸
出
期
間

図
書
・
紙
芝
居

10
冊
以
内

15
日
以
内

雑
誌

２
冊
以
内

15
日
以
内

視
聴
覚
資
料

２
点
以
内

８
日
以
内
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平成 17 年３月１日現在
前月比

世帯数 12,927 世帯  ー 14
総人口 35,492 人 ー 5
　男 17,888 人 　＋ 6
　女 17,604 人 ー 11

人口と世帯数 4・10 号／お知

クアップ／ Apr.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

募集

■活動日時 ５月10日から７月14日までの毎
週火・木曜日、午前10時から11時15分まで

■場　　所 百塚保育所
■対　　象 火曜日／生後６か月から１歳児と
その保護者　木曜日／１歳から１歳半の子ど
もとその保護者　※各先着25組(初参加のみ)

■申し込み ４月27日（水）・28日（木）の午前10
時から午後３時まで（正午から午後１時まで
を除く）中丸コミュニティセンター会議室に
て受け付けます。

■問 合 せ 百塚保育所（☎270-5660）

カンガルーサークル会員募集

アドバイザー

●期　　日 ７月27日（水）～８月１日（月）

●対　　象 村内在住・在勤の20歳以上50歳未

満の方　①全体指導（企画担当）…２人　②記録

…１人　③事務局補助…１人　③班指導…４人

●参 加 費 10,000円／人

●そ の 他 事前研修（３回程度）があります。

サポーター

●期　　日 ７月27日（水）～８月１日（月）

●内　　容 東海村における出発式や解団式の

サポート、ホームページの更新など

申し込み・問合せ

　４月19日（火）までに、青少年育成東海村民会

議事務局（青少年センター内）へ申し込みください。

「第16回友情の船北海道研修の旅」
アドバイザ―･サポーター募集

自衛隊一般・技術幹部候補生募集
■試 験 日 ①第１次試験／５月21日（土）　※飛行
要員は５月22日（日）　②第２次試験／６月21日（火）
から23日（木）までの指定する１日　③第３次試験
（飛行要員のみ）／７月23日（土）から８月４日
（木）までの指定する数日
■対　　象 ①20歳以上26歳未満で大学卒業
程度の学力を有する方または卒業見込みの方
②28歳未満で学校教育法による大学院修士
課程修了または修了見込みの方（海上技術幹
部候補生は、理学または工学課程修了者）

■申し込み・問合せ ５月13日（金）までに、自
衛隊茨城地方連絡部水戸事務所（☎226-9294）
へ申し込みください。

　村では、生ごみの減量化のため、電動生ごみ
処理機・コンポスト容器購入補助に伴う販売取
扱店を募集します。
■申し込み・問合せ ４月25日（月）までに、経
済環境部環境政策課環境保全係（内線1451）へ
申し込みください。

家庭用生ごみ処理機器販売取扱店募集

会　
費

無　
料

■日　　時 ４月23日（土）　午前10時～正午
■場　　所 白方コミュニティセンター
■対　　象 村内在住の方（30人）
■申し込み・問合せ ４月11日（月）から18日（月）
までに白方コミュニティセンター（☎287-3534）
へ申し込みください。

花の寄せ植え講習会参加者募集参加
費

1,50
0円／

人

エゴマ栽培グループ会員募集
会
費

3,000
円／

人

　生活習慣病を予防するαーリノレン酸を多く
含有しているといわれるエゴマを栽培してみま
せんか。
■期　　間 ５月から11月まで
■場　　所 舟石川地区（30アール／人）
■定　　員 20人
■内　　容 エゴマの種まきから収穫まで
■指 導 員 赤須正友さん（茨城エゴマの会会長）
■申し込み・問合せ ４月30日（土）までに鹿志
村純一さん（東海村ふれあい農園エゴマ栽培グ
ループ会長　☎283-1425）へ申し込みください。
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

　青少年育成東海村民会議では、小学４年生か

ら６年生までを対象に、ひみつ基地づくりなど

の集団生活を通して、ふるさと意識の高揚と自

主性を養う｢ふるさと少年教室｣事業の平成17

年度実行委員を募集します。

●対　　象　村内在住・在勤の20歳以上の方

（ボランティアとして活動できる方）

●申し込み・問合せ　４月19日（火）までに、

青少年育成東海村民会議事務局（青少年セン

ター内）へ申し込みください。

青少年育成村民会議事業
「ふるさと少年教室」実行委員募集

住居表示実施に伴う住居表示審議会委員を募集
　村では、11月14日（月）に実施予定の豊白、白
方中央地区の住居表示事業に引き続き、下図地
区についても、平成18年度中の住居表示実施に
向けて取り掛かる予定です。これに伴い、この
地区の新町名等についての審議を目的とした東
海村住居表示審議会を設置するため、審議会委
員として実施地区の代表者を募集します。なお、
審議会は平日３回の開催を予定しています。
■対　　象 下図青枠在住の方
■募集人員 ９人（男性…５人、女性…４人）
■任　　期 ６月から11月まで（予定）
■実施地区

■申し込み・問合せ 市販の履歴書に必要事項
を記入の上、｢快適で人にやさしいまちづく
りの一環としてハード・ソフト両面からの考
え方｣をテーマとした作文（原稿用紙800字程
度）を添えて、４月25日（月）までに、福祉部住
民課住民係（内線1124）へ申し込みください。

東海村役場

東海村姉妹都市交流会館

東海郵便局

住居表示実施地区

■活 動 日　毎週木曜日
■時　　間 ３歳児／午前10時から11時まで、 
２歳児／午前11時10分から午後０時10分まで
■場　　所 村内各コミュニティセンター
■対　　象　村内在住の２・３歳児とその保護者
■定　　員 各先着15組程度
■内　　容 リトミック、運動会、遠足など
■問 合 せ　田中美由紀さん（☎287-3635）

幼児たけのこ学級会員募集会
費

2,00
0円／

月

　読み聞かせや手遊び等を行う育児サークルです。
■活 動 日 毎月第４火曜日　
■時　　間 午前10時30分～ 11時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の３・４歳児とその保護者
■会　　費 無料（材料費は別途徴収）
■申し込み・問合せ 酒井康子さん（☎282-9909）
へ申し込みください。

定　
員

先着
20組

エトセトラ

■日　　時 ６月18日（土）　午後６時30分開演
■場　　所 東海文化センター
■そ の 他 託児サービス（有料）があります。ご
希望の方は６月11日（土）までに申し込みください。
■問 合 せ ４月23日（土）の午前９時から東
海文化センター窓口にて前売り券を発売しま
す。なお、残席があった場合のみ、午後１時
から電話予約を受け付けます。

入場
料

3,5
00円

キャロットクラブ会員募集

押尾コ―タローギターコンサート
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
10日(日) 東海クリニック 283-1711
17日(日) 東海病院 282-2188

24日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141
29日(金) 茨城東病院 282-1151

４月の休日診療日程成人の集い記念写真を配布中
　村では、成人の集い「絆～ 20th　memory ～」
で撮影した記念写真（集合写真）を下記にて配布
していますので、ぜひ、お受け取りください。
■配布時間 午前８時30分から午後５時15分まで
■配布場所 教育委員会社会教育課生涯学習係
／土・日曜日、祝日を除く、中央公民館／日・
月曜日、祝日を除く

■対　　象 平成17年成人の集い参加者
■問 合 せ 教育委員会社会教育課生涯学習係
（内線1424）、中央公民館

「村長、ちょっと聞いて！」
　毎月、役場１階ロビーの待合所で、皆さんと村
上村長が直接対話ができる機会を設けています。
村長と対話をしたい方なら老若男女を問いませ
ん。午後０時30分から総合案内で配布する番号
札をお受け取りください。なお、日程を変更す
る場合もありますので、事前にご確認ください。
■日　　時 毎月第２・４火曜日　午後１時～２時
※４月は12日、５月は10日と24日、６月は14
日の予定です。
■場　　所 役場行政棟１階ロビー（総合案内
付近の待合所）
■問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係
（内線1341）　

浄化槽設置者へ補助金を交付します
■対　　象 村内で①東海村公共下水道事業認
可区域外に設置する②平成17年度中に専用
住宅に浄化槽を設置する③建築基準法に基づ
く建築確認を受けた、または浄化槽設置届出
書を提出できる――の３つの要件をすべて満
たす方
■補助金額 ①５人槽（床面積140平方メート
ル以下）…354,000円　②７人槽（床面積140平
方メートル超）…411,000円　③10人槽（２世
帯住宅等で、トイレ・風呂・キッチンを２つ
ずつ設置の場合のみ）…519,000円
■そ の 他 申し込みの際に床面積を伺います。
■申し込み・問合せ ４月11日（月）から15日（金）
まで、設置する方およびその家族の申請に限り、
経済環境部環境政策課環境保全係（内線1451）
で受け付けます（申請者多数の場合は抽選）。

胸部ＣＴ検診を実施します！
■日 程 等 

■対　　象 村内在住の50歳以上の方
■費　　用 3,000円（当日会場にて徴収）
■そ の 他 前回の胸部ＣＴ検診の結果が「次
年度再検」の方は、必ず受診してください。
■申し込み・問合せ ４月20日（水）までに保
健センターへ電話で申し込みください。

期　　日 時間 場　　所

５月16日（月）
９：30～11：30

保健センター（総合福祉センター「絆」内）
13：30～15：30

５月17日（火）
９：30～11：30 舟石川コミュニティセンター

13：30～15：30 真崎コミュニティセンター

５月18日（水）
９：30～11：30

保健センター（総合福祉センター「絆」内）
13：30～15：30

５月19日（木）
９：30～11：30 白方コミュニティセンター

13：30～15：30 村松コミュニティセンター

５月20日（金）
９：30～11：30 石神コミュニティセンター

13：30～15：30 中丸コミュニティセンター

５月21日（土）
９：30～11：30

保健センター（総合福祉センター「絆」内）
13：30～15：30

公共施設を利用しよう！　学校開放調整会議
　村内のスポーツクラブなどを対象に学校施設
の開放と河川敷グラウンドの使用に係る調整会
議を総合体育館で行います。

小中学校体育館・格技場調整会議
■日　　時 ４月20日（水）　午後６時30分
■開放施設 村内各小学校の体育館および各中
学校の体育館・格技場
小学校・河川敷グラウンド調整会議

■日　　時 ４月21日（木）　午後６時30分
■開放施設 村内各小学校のグラウンドおよび
久慈川河川敷グラウンド（内宿サッカー場２
面、外宿ソフトボール場８面）

問 合 せ
　総合体育館

■日　　時 毎週水曜日、祝日、年末年始を除
いた午前10時から午後３時まで（正午から１
時までを除く）
■場　　所 リサイクルプラザとうかい
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全係
（内線1451）、リサイクルプラザとうかい（前
障害者センター「はまざく」　☎282-4439）

使用済み天ぷら油（廃食油）を集めています
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　村では、環境への負荷の少ない自然エネルギ
ーの利用促進を図るため、太陽エネルギーを電
機に変え、その電力をご家庭で利用できるシス
テム、「住宅用太陽光発電システム」を設置する
方に対して、補助金を交付しています。
■対　　象 平成18年３月までに村内の住宅に
太陽光発電システムを設置する方
■補助基数 15基程度（先着順）
■補助金額 出力１キロワット当たり10万円
（１基当たり最大40万円まで）
■申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環
境保全係（内線1451）へ申し込みください。

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

■期　　日 ４月23日（土）
■時　　間 午前10時～午後３時
■場　　所 日本原子力研究所東海研究所
■内　　容 実験教室、第２回村松の森づくり
フェスティバル、子ども広場ほか

■そ の 他 来場者全員に、記念品を差し上げ
ます。

■問 合 せ 日本原子力研究所庶務課（☎282-6
045）

日本原子力研究所施設公開

住宅用太陽光発電システムの設置費用を補助します

城里町●ホロルの湯
　アルカリ性単純温泉の「ホロルの湯」には、露
天風呂や湯冷めしにくいという評判の薬湯、25
メートル３コースの温水プールなどがあります。
◆利用時間 午前10時～午後９時
◆休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆利 用 料 大人…800円、小人…400円　※①
午後５時以降／大人…500円、小人…300円　
②土・日曜日、祝日／大人…1,000円、小人
…500円

◆問 合 せ 城里町健康増進施設「ホロルの湯」
（☎288-7775）

茨城町●涸沼自然公園
　涸沼自然公園は、涸沼のほとりの自然を丸ご
とアウトドア施設にした公園です。
◆利用期間 ４月25日（月）から10月31日（月）まで
◆利 用 料 ①オートキャンプ場（56区画）…
１区画5,000円　②テントサイト（最大100
張り）…テント１張り2,000円／タープ１張
り1,000円　③バーベキュー炉（６炉）…１炉
1,500円　④バーベキューのみ…１人100円
（５歳以上）　※別途、入園料200円（５歳以上
15歳以下の方は100円）が掛かります。

◆問 合 せ 涸沼自然公園管理事務所（☎293-
　7441）　茨城町役場商工観光課（☎292-1111）

常陸太田市●第17回竜神峡鯉のぼりまつり
　一面が新緑に染まる竜神大吊橋周辺に、約
1200匹の鯉のぼりが雄大に泳ぎます。なお、５
月５日（木）は中学生以下を対象に吊橋を無料に
するとともに、多数のイベントが行われます。
◆期　　間 ４月23日（土）から５月15日（日）まで
◆問 合 せ 水 府観光協会（☎0294-85-1116）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

北茨城市●第５回花貫さくら公園桜まつり
◆日　　時 ４月９日（土）から17日（日）まで
◆場　　所　花貫さくら公園
◆ライトアップ　日没から午後９時まで
◆そ の 他　午前10時から午後３時（最終日は
午後１時）まで模擬店が立ち並びます。
◆問 合 せ 高萩市観光協会事務局（高萩市商
工観光課内　☎0293-23-7316）

日立市●ひたち国際大道芸
　ジャグリングやパントマイムなどのほか、世
界のフェスティバルで活躍する一流芸人のアー
ト性を加えた大道芸を、ぜひお楽しみください。

日立会場
◆日　　時 ５月14日（土）　正午～午後５時
◆場　　所 ひたちぎんざもーる、まいもーる、
パティオモール、日立新都市広場

多賀会場
◆日　　時 ５月15日（日）　正午～午後５時
◆場　　所 ＪＲ常陸多賀駅前、よかっぺ通り
とその周辺駐車場

問 合 せ
　日立シビックセンター（☎0294-24-7711）

入場
料

無　
料

農業振興地域内における農用地は、原則と
して農地以外への転用が認められないため、農
業以外の目的で利用する場合には「除外手続き」
（農振除外）が必要となります。事業計画のある
方は所定の除外申請書を提出してください。
■申し込み・問合せ ５月２日（月）から31日（
火）まで（土・日曜日、祝日を除く）に、所定
の申込書に必要事項を記入の上、経済環境部
経済課地域農政係（内線1435）へ申し込みく
ださい。

平成17年度の農振除外の受け付けは１回です
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-49

夢は…。“日本代表のサッカー選手”

白方小学校６年●二
ふた

方
かた

　悟
さとる

　ぼくの将来の夢は、日本代表のサッカー選手になる

ことです。そのために、ぼくは今、スポーツ少年団で

頑張っています。ぼくのポジションは、フォワードで

す。ぼくがやりたかったポジションを練習しているの

で、少年団の練習がとても楽しいです。

　日本代表のサッカー選手になりたいと思ったのは、

ぼくが９歳のころに日本で行われたワールドカップ

で、日本対ベルギーの試合を見たときです。その試合

で必死にゴールを目指した鈴木隆行選手のシュートが

入ったとき、全身に鳥肌が立ち、ぼくも鈴木選手のよ

うな活躍をしてみたいと強く思いました。

　それから毎日、サッカーボールを離さずに、いつも

練習を続けています。そしていつか、日本代表選手と

してゴールを決め、たくさんの人を感動させる活躍を

したいと思います。
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砂遊び

　「砂遊びが大好き」という泰巨くん

（５歳）が描いてくれたのは、幼稚園

の砂場でお山を作っている様子。

　「お山のてっぺんには、温泉を作

るんだよ」と夢いっぱいの話をして

くれました。
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